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花
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
主

催
に
よ
る
「
と
ち
ぎ
花
フ
ェ
ス

タ
２
０
０
３
イ
ン
大
田
原
」
が
、

二
月
二
十
一
日
か
ら
三
日
間
、

大
田
原
市
の
県
立
体
育
館
で
開

か
れ
、
県
北
地
方
に
一
足
早
く

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
催
し
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
本

県
産
の
花
二
百
種
・
二
万
五
千

本
が
一
堂
に
集
め
ら
れ
、
品
評

会
・
押
し
花
教
室
も
行
わ
れ
早

春
の
香
り
が
漂
い
、
花
卉
栽
培

農
家
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
、

大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

新
年
早
々
に
流
行
し
始
め
た

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
衰
え
を

見
せ
ず
、
つ
い
に
日
本
列
島
の

全
都
府
県
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
警
報
」
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

く
れ
ぐ
れ
も
健
康
管
理
に
ご
留

意
く
だ
さ
い
。

とちぎ花フェスタよりとちぎ花フェスタより
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を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、
併
せ
て

十
五
年
度
も
奨
励
措
置
と
し
て
「
配
合

飼
料
等
利
用
奨
励
制
度
」、「
需
要
期
出

荷
奨
励
制
度
」、「
需
要
期
優
良
生
乳
出

荷
奨
励
制
度
」
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

続
い
て
、
先
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、

需
要
期
に
向
け
た
増
産
対
応
の
一
助
と

す
る
「
緊
急
生
乳
増
産
対
策
」
措
置
を

決
議
し
ま
し
た
。
内
容
等
に
つ
き
ま
し

て
は
ご
通
知
の
と
お
り
で
す
が
、
こ
れ

ら
の
諸
措
置
に
つ
い
て
の
ご
理
解
を
頂

き
有
効
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い
す

る
次
第
で
す
。

　

皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
既
に

十
五
年
度
の
生
乳
生
産
目
標
、
経
営
改

善
計
画
を
立
て
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
特
に

　
�
　

快
適
な
環
境
づ
く
り

　
�
　

暑
熱
対
策

　
�
　

良
質
な
自
給
飼
料
生
産

　
�
　

個
体
牛
の
能
力
向
上

　
�
　

体
細
胞
数
の
減
少

　
�
　

糞
尿
処
理
施
設

に
つ
い
て
実
践
を
願
う
も
の
で
す
。

た
、
昨
年
の
需
要
期
に
は
生
乳
が
ひ
っ

迫
し
配
乳
調
整
を
行
い
ま
し
た
が
、
今

年
も
今
後
の
需
給
動
向
に
よ
り
ま
し
て

は
大
幅
な
ひ
っ
迫
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
酪
農
乳
業
情
報
セ
ン
タ
ー
に

よ
り
ま
す
と
、
十
五
年
度
の
全
国
の
生

乳
生
産
量
は
八
三
九
万
九
千
ト
ン
が
予

測
さ
れ
ま
す
。
平
成
十
六
年
が 
閏
年 
の

う
る
う
ど
し

た
め
、
閏
年
修
正
し
ま
す
と
全
国
の
伸

び
は
前
年
並
の
一
〇
〇
％
と
な
り
、
地

域
別
で
は
北
海
道
が
一
〇
一
・
二
％
、

都
道
府
県
全
体
で
は
九
九
％
を
見
通
し

て
お
り
ま
す
。

　

飲
用
向
け
の
需
要
も
堅
調
が
予
想
さ

れ
、
需
要
期
に
お
け
る
需
給
の
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
に
よ
る
生
乳
不
足
が 
危  
惧 
さ
れ

き 

ぐ

ま
す
。

　

現
在
、
組
合
で
は
二
十
社
以
上
の
乳

業
者
に
生
乳
を
供
給
し
て
お
り
ま
す
が
、

十
五
年
度
も
円
滑
な
供
給
を
図
る
た
め

に
生
乳
増
産
を
呼
び
か
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
対
応
策
と
し
ま
し
て
、
別
紙

の
「
コ
ス
ト
低
減
の
要
点
」
を
指
標
に

各
戸
巡
回
、
各
種
研
修
会
を
通
じ
増
産

　

平
成
十
四
年
度
四
〜
一
月
ま
で
の
全

国
生
乳
生
産
量
は
、
六
六
七
万
五
千
ト

ン
（
前
年
比
一
〇
一
・
五
％
）
と
な
り

ま
し
た
。
地
域
別
で
は
北
海
道
が
一
〇

三
・
八
％
と
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
が
、

都
府
県
全
体
で
は
九
九
・
七
％
と
低
迷

し
て
お
り
ま
す
。

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������
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関
東
生
乳
販
連
に
お
き
ま
し
て
は
一

一
五
万
八
千
ト
ン
と
前
年
比
九
八
・
六

％
に
あ
り
ま
す
。
九
都
県
を
見
ま
す
と

栃
木
県
の
み
が
前
年
を
上
回
っ
て
い
る

（
一
〇
一
・
三
％
）
状
況
で
す
。

　

酪
農
と
ち
ぎ
の
生
産
は
、
前
年
九
月

ま
で
は
順
調
な
伸
び
に
あ
り
ま
し
た
が
、

十
月
よ
り
伸
び
が
鈍
化
し
十
七
万
七
千

ト
ン
、
計
画
比
一
〇
〇
・
四
％
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
消
費
は
脱
脂
粉
乳
の
在
庫
課

題
は
あ
り
ま
す
が
、
食
品
事
故
以
来
、

消
費
者
は
「
食
の
安
全
・
安
心
」
を
求

め
、
加
工
乳
及
び
乳
飲
料
か
ら
牛
乳
志

向
が
高
ま
り
、
ま
た
各
社
の
新
商
品
開

発
に
よ
る
積
極
的
な
販
売
戦
略
か
ら
牛

乳
が
伸
び
、
今
年
度
の
加
工
率
の
発
生

も
近
年
に
な
く
少
な
い
状
況
に
よ
り
乳

価
向
上
に
反
映
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

　

需
要
期
増
産
に
向
け
て

―
十
五
年
度
も
生
乳 
ひ 
っ 
迫
予
想
―
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まごころをこめて　安全・安心な良質乳生産を
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③
死
亡
牛
運
搬
業
者
を
決
定
し
、
死
亡
牛
が

適
切
に
処
理
さ
れ
る
よ
う
確
認
し
て
下
さ

い
。（
最
終
的
な
化
製
処
理
ま
で
、
誰
に
依

頼
す
る
か
事
前
に
決
定
し
て
お
い
て
下
さ

い
。）

④
家
畜
共
済
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、
死

亡
牛
の
搬
出
前
に
管
轄
農
業
共
済
組
合
の

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

確
認
を
受
け
て
下
さ
い
。

�
�

�
�
�

⑤
死
亡
年
月
日
等
を
異
動
報
告
カ
ー
ド
に
よ

り
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
話
等
で
速
や
か
に
家
畜
個

�
�

�
�
�
�

体
識
別
セ
ン
タ
ー
へ
報
告
し
て
下
さ
い
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

⑥
死
亡
牛
を
運
搬
業
者
に
渡
す
際
は
、
個
体

�
�

�
�
�

識
別
耳
標
は
つ
け
た
ま
ま
で
渡
し
て
下
さ

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

い
。経

費
の
負
担

①
こ
れ
ま
で
ど
お
り
農
家
負
担
と
な
り
ま
す
。

②
現
在
国
で
は
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
検
査
や
死
亡
牛
の

適
正
処
理
の
た
め
の
助
成
事
業
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
未
定
で
す
の
で
内

容
等
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

畜
産
農
家
の
責
務

①
死
亡
牛
は
法
律
で
「
産
業
廃
棄
物
」
と
さ

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

れ
て
お
り
、
排
出
者
責
任
で
適
正
に
処
理

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

②
検
査
施
設
で
は
、
検
査
結
果
が
出
る
ま
で

一
時
的
に
保
管
を
行
い
ま
す
が
、
所
有
権

�
�

�
�
�
�

（
責
任
）は
農
家
自
身
に
あ
り
ま
す
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

③
畜
産
農
家
は
、
死
亡
牛
が
化
製
場
な
ど
で

最
終
処
理
さ
れ
る
ま
で
は
、
責
任
が
あ
り

ま
す
の
で
、
適
切
な
対
応
を
し
て
下
さ
い
。

④
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
指
導
課
及

び
最
寄
り
の
家
畜
保
健
衛
生
所
又
は
農
業

振
興
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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前
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、

四
月
一
日
か
ら
二
十
四
ヶ
月
齢
以
上
の
死
亡

牛
も
Ｂ
Ｓ
Ｅ
検
査
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
こ
の

た
び
、
県
よ
り
検
査
実
施
内
容
等
が
示
さ
れ

た
こ
と
を
う
け
、
組
合
で
は
地
域
毎
に
説
明

会
を
開
催
し
、
皆
さ
ん
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
改
め
て
検

査
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
致
し
ま

す
。

　

今
回
開
始
さ
れ
ま
す
死
亡
牛
検
査
は
、
昨

年
施
行
さ
れ
た
「
牛
海
綿
状
脳
症
対
策
特
別

措
置
法
」
に
基
づ
き
、
死
亡
牛
全
頭
検
査
が

義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
国

内
で
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
浸
潤
状
況
や
感
染
源
・
感

染
ル
ー
ト
の
解
明
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

ま
す
。
感
染
原
因
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
今

後
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
発
生
の
予
防
や 
蔓  
延 
防
止
の
み

ま
ん 
え
ん

で
な
く
、
消
費
者
の
安
心
感
を
さ
ら
に
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
畜
産
農
家
に

と
っ
て
も
大
変
重
要
な
検
査
と
な
り
ま
す
。 

家
畜
保
健
衛
生
所
に
よ
る

死
亡
牛
の
検
査

　

二
十
四
ヶ
月
齢
以
上
の
死
亡
牛
は
、
県
の

家
畜
保
険
衛
生
所
で
検
査
実
施
さ
れ
ま
す
。

死
亡
牛
は
、
検
査
材
料
採
取
の
た
め
、
現
在

整
備
を
進
め
て
い
る
検
査
施
設
（
西
那
須
野

町
酪
農
試
験
場
敷
地
内
）
に
一
旦
運
ば
れ
、

検
査
結
果
が
陰
性
の
も
の
の
み
化
製
処
理
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
図
参
照
）

検
査
ま
で
に
酪
農
家
が 

行
う
こ
と

　

酪
農
家
で
二
十
四
ヶ
月
齢
以
上
の
死
亡
牛

が
発
生
し
た
場
合
は
、
以
下
の
と
お
り
対
応

し
て
下
さ
い
。

①
検
案
し
た
獣
医
師
又
は
農
家
は
、
遅
滞
な

く
管
轄
家
保
に
死
亡
牛
届
出
及
び
Ｂ
Ｓ
Ｅ

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

検
査
申
請
書
の
提
出
を
行
っ
て
下
さ
い
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

②
死
亡
牛
は
可
能
な
限
り
獣
医
師
に
よ
る
検

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

案
を
受
け
る
も
の
と
し
ま
す
が
、
獣
医
師

�
�
�

の
検
案
が
無
い
場
合
は
、
死
亡
時
の
状
態

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

を
農
家
が
提
出
書
に
明
記
し
て
下
さ
い
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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れ
な
い
と
ち
ょ
っ
ぴ
り
困
っ
ち
ゃ
う
。
だ
っ

て
私
達
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
な
ん
だ
も
の
」
と
、

酪
農
家
の
思
い
を
歌
詞
に
し
て
お
り
、
歌
詞

の
中
で
「
ミ
ル
ク
を
飲
も
う
」
と
呼
び
か
け

て
お
り
ま
す
。

　

我
々
と
同
じ
酪
農
家
と
し
て
、
親
近
感
の

あ
る
講
演
で
し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
の
講
演
会
に
よ
り
青
年
部

員
の
意
欲
向
上
、
並
び
に
親
睦
・
交
流
が
図

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
会
場
名

の
通
り
更
に�
元
気
あ
っ
ぷ�
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

大
関
一
男
さ
ん
に 

　
　
　
最
優
秀
賞 

　
　
　
　
　
県
酪
農
発
表
会

　

去
る
二
月
三
日
（
月
）
宇
都
宮
市
駒
生
町

「
コ
ン
セ
ー
レ
」
に
於
い
て
第
二
十
八
回
栃

木
県
酪
農
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
各
酪
農
協

か
ら
推
薦
さ
れ
た
四
名
の
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
組
合
に
於
い
て
は
経
営
発
表
部
門

で
黒
磯
青
年
部
の
大
関
一
男
さ
ん
、
並
び
に

意
見
・
体
験
発

表
部
門
で
塩
谷

青
年
部
の
物
井

昭
夫
さ
ん
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、

大
関
一
男
さ
ん

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������
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本
部
青
年
部
講
演
会
開
催

　

本
部
青
年
部
主
催
に
よ
る
講
演
会
を
、
二

月
六
日
（
木
）
高
根
沢
町
の
元
気
あ
っ
ぷ
む

ら
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
五
十
名
の
中
、
講
師
に
前
田
組
合

長
、
埼
玉
県
深
谷
市
の
酪
農
家
、
村
川
徳
浩

氏
を
お
招
き
し
、
有
意
義
な
講
演
を
受
講
致

し
ま
し
た
。

　

先
ず
、
前
田
組
合
長
よ
り
「
本
組
合
の
現

状
報
告
並
び
に
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
合
併
後
の
経
過
報
告
、
更
に
購
買
部

門
・
集
送
乳
の
合
理
化
・
生
乳
販
売
部
門
等

詳
細
に
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
川
徳
浩
氏
に
お
き
ま
し
て
は
、

「
ミ
ル
ク
ソ
ン
グ
」

と
題
し
音
楽
を
通
し

て
の
牛
乳
普
及
活
動

に
つ
い
て
講
演
し
て

頂
き
ま
し
た
。「
ミ
ル

ク
ソ
ン
グ
」
は
、
牛

乳
の
応
援
歌
で
あ
り
、

「
子
供
達
が
牛
乳
を

好
き
に
な
っ
て
く
れ

れ
ば
」
と
い
う
思

い
を
込
め
て
、
振

り
付
け
を
し
な
が

ら
ラ
イ
ブ
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

曲
は
明
る
い
ポ
ッ

プ
ス
調
。
出
だ
し

は
「
ミ
ル
ク
が
売

が
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
、
来
る

三
月
二
十
六
日

（
水
）〜
二
十
七

日（
木
）千
葉
県

千
葉
市
「
幕
張

プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
」
で
開
催
さ
れ
る
第
三
十
三
回
関
東
甲
信

越
酪
農
青
年
婦
人
会
議
酪
農
経
営
発
表
大
会

に
お
い
て
、
栃
木
県
代
表
と
し
て
発
表
致
し

ま
す
。
ま
た
、
栃
木
県
酪
農
発
表
会
後
、
併

せ
て
消
費
者
に
求
め
ら
れ
る
「
食
の
安
全
・

安
心
な
食
料
提

供
」
と
題
し
て
、

と
ち
ぎ
コ
ー
プ

生
活
協
同
組
合

竹
内
明
子
理
事

長
に
講
演
を
頂

き
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

黒
磯
市　

大
関
一
男
氏 
（
酪
農
と
ち
ぎ
）

「
理
想
の
牛
群
づ
く
り
を
追
い
か
け
て
」

優 
秀 
賞

氏
家
町　

物
井
昭
夫
氏 
（
酪
農
と
ち
ぎ
）

「
酪
農
か
ら
楽
農
へ
」

西
那
須
野
町　

久
留
生
と
も
子
氏 
（
栃
酪
）

「
私
の
酪
農
へ
の
参
画
」

塩
谷
町　

室
井
義
幸
氏 
（
栃
酪
）

「
私
の
規
模
拡
大
」
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ミルクが売れないと　ちょっぴり困っちゃう
だってわたしたち　ホルスタインなんだもの

緑の牧場で寝ころんでたら
突然届いた悲しい知らせ
こんな時は朝まで踊ろう
しっぽをふってふって　フリフリフリフリ
モー
白黒模様は幸せ運ぶ　魔法のドレスさ
あなたの元へ届けよう
白いミルク　小ビンに詰めて
踊ろう　朝まで　楽しく　乳搾り

明日は試合　だけど強敵ぞろい
それでも　負けたくない
そんな時は　ミルクを飲もう
しっぽをふってふって　フリフリフリフリ

モー
馬には負けない２馬力パワー　ロバよりも早く
あなたの元へ届けよう
元気の元　小ビンに詰めて

踊ろう　朝まで　楽しく　乳搾り
踊ろう　朝まで　楽しく　搾乳ダンス

イライラ　ストレス　睡眠不足
お化粧のりの悪い朝は
パッと起きて　ミルクを飲もう
しっぽをふってふって　フリフリフリフリ
モー
つぶらな瞳でウインクすれば　誰でも　イチコロ
あなたの元へ届けよう
この愛を　小ビンに詰めて
この愛を　小ビンに詰めて

������

熱心に受講する青年部員

歌って 踊って　講師　川村徳浩氏

組合状況報告並び
に今後の運営につ
いて講演される　　
前田組合長

栃木県酪農青年女性会議
委員長　渡辺　透氏

理想の経営を力説�
大関一男氏

夢を持ち“楽農”を目指したい。
物井昭夫氏
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二
月
十
六
日

執
行
さ
れ
ま
し

た
那
須
町
議
選

挙
に
お
い
て
、

本
組
合
員
の
那

須
町
大
字
大
島
・
武
田
繁
雄
さ
ん
が
見

事
ト
ッ
プ
当
選
し
二
選
を
果
た
さ
れ
ま

し
た
。
皆
さ
ん
と
共
に
お
祝
い
を
申
し

上
げ
、
更
な
る
町
政
で
の
ご
活
躍
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

那
須
高
原
支
所

　

大
田
原
地
域
酪
農
組
合
で
研
修
会

　

去
る
一
月
二
十
八
日
に
大
田
原
地
域

酪
農
組
合
の
新
年
研
修
会
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
田
原
地
域
酪
農
組

合
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
い
た
し
ま
す

と
、
地
域
組
合
の
中
に
大
田
原
支
部
・

湯
津
上
支
部
・
黒
羽
支
部
の
三
支
部
が

あ
り
、
総
勢
六
十
一
名
の
組
合
員
か
ら

成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
四
十
名
の
組
合
員
が
参
加

て
い
る
が
、
仕
事
を
す
る
活
力
を
得
る

た
め
に
は
、
本
部
で
も
こ
の
よ
う
な
事

業
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。」と
の
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
牛
舎
周
辺

の
環
境
を
美
し
く
す
る
こ
と
で
、
酪
農

が
明
る
く
楽
し
く
で
き
る
と
い
っ
た
環

境
を
つ
く
る
の
も
女
性
会
の
役
目
で
あ

る
。」
と
の
発
言
も
あ
り
、
こ
れ
に
対
し

会
場
か
ら
は
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
後
、
懇
親
を
深
め
る
新
年
会
が

行
わ
れ
、
参
集
の
皆
さ
ん
は
料
理
を
楽

し
み
な
が
ら
会
話
も
は
ず
ま
せ
、
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

し
、
来
賓
兼
講
師
と
し
て
菊
池
副
組
合

長
を
招
へ
い
し
、
十
四
年
度
組
合
事
業

経
過
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
報
告
、
県

北
Ｃ
Ｓ
統
廃
合
計
画
の
進
捗
状
況
及
び
、

今
後
の
組
合
運
営
に
つ
い
て
事
細
か
に

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
研
修
会
終
了
後

は
新
年
会
に
移
り
、
飼
料
・
乳
房
炎
対

策
の
話
題
、
後
継
者
の
問
題
等
と
尽
き

な
い
話
題
に
興
じ
、
更
に
親
睦
を
深
め

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
支
所

　

宇
都
宮
支
所
管
内
青
年
部
女
性
会

　

合
同
懇
談
会
・
新
年
会
開
催

　

去
る
一
月
二
十
五
日
、
ホ
テ
ル
東
日

本
宇
都
宮
に
て
、
宇
都
宮
支
所
管
内
青

年
部
、
女
性
会
計
六
支
部
合
同
の
懇
談

会
及
び
新
年
会
を
開
き
ま
し
た
。
参
加

者
は
総
勢
四
十
五
名
で
、
懇
談
会
に
は

酪
農
と
ち
ぎ
青
年
部
長
渡
辺
透
さ
ん
、

女
性
会
長
今
克
江
さ
ん
に
も
来
席
願
い
、

本
部
の
事
業
経
過
等
を
含
め
た
挨
拶
を

頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
参
加
者
か
ら
は

「
ど
ん
な
事
業
活
動
を
行
っ
た
ら
よ
い

の
か
。」
と
の
質
問
や
、
ま
た
取
り
入
れ

て
ほ
し
い
事
業
等
の
要
望
が
活
発
に
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
会
那
須
南
支
部

か
ら
は
、「
支
部
で
は
毎
年
旅
行
を
行
っ
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そ
の
他
の
組
織
活
動

　

塩
谷
地
域
酪
農
組
合
、
二
月
十
五
日

（
土
）、
氏
家
町
野
州
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ガ

ー
デ
ン
、
前
田
忠
利
組
合
長
と
の
懇
談

会
開
催
、
参
加
者
二
十
七
名
。

　

宇
河
今
市
地
域
酪
農
組
合
、
二
月
二

十
一
日
（
金
）、
宇
都
宮
市
大
晃
レ
ス
ト

ラ
ン
、
菊
池
一
郎
副
組
合
長
と
の
懇
談

会
開
催
、
参
加
者
二
十
四
名
。

　

栃
木
県
南
支
所

女
性
会
芳
賀
支
部　

手
芸
講
習
会
開
催

　

一
月
三
十
一
日
フ
ォ
レ
ス
ト
益
子
に

お
い
て
、
部
員
の
梅
野
絹
代
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、「
毛
糸
の
た
わ
し
」
と
「
ハ

ン
カ
チ
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
」
作
り
に
奮
闘

し
ま
し
た
。
永
嶋
志
保
子
支
部
長
始
め

三
十
五
名
の
部
員
が
参
加
し
て
、
久
し

ぶ
り
に
持
っ
た
編
み
棒
に
戸
惑
い
な
が

ら
一
針
づ
つ
編
み
上
げ
ま
し
た
。
毛
糸

の
た
わ
し
は
洗
剤
の
い
ら
な
い
た
わ
し

の
ふ
れ
込
み
で
す
が
、
こ
の
こ
と
は
別

と
し
て
、
残
り
毛
糸
を
利
用
し
て
好
き

な
配
色
が
で
き
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
台

所
や
処
理
室
で
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
素
敵
な
コ
サ
ー
ジ
ュ
も
出

来
上
が
り
、
活
気
あ
ふ
れ
る
講
習
会
が

開
催
出
来
ま
し
た
。

武
田
繁
雄
氏 

　
　
那
須
町
議
選
に
当
選
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�　体細胞数の推移

�　脂肪率の推移

　

堆
肥
共
励
会
を
計
画

　

こ
の
共
励
会
の
主
旨
は
、
優
劣
を
つ

け
る
の
で
な
く
、
ど
ん
な
堆
肥
で
も
分

析
し
て
、
そ
の
結
果
で
耕
種
農
家
を
交

え
た
勉
強
会
を
開
き
皆
で
よ
り
良
い
堆

肥
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

県
南
支
所
の
青
年
部
が
、
現
在
本
年
度

事
業
と
し
て
計
画
し
、
三
月
に
は
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

生
乳
販
売
部

　

一
月
の
生
乳
の
販
売
状
況
は
、
先
月

・
先
々
月
に
引
き
続
い
て
加
工
発
生
率

が
関
東
生
乳
販
連
に
お
い
て
八
％
（
前

年
よ
り
四
・
九
％
減
）、前
年
比
六
十
・

二
％
と
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
引
き
続

き
飲
用
向
け
需
要
が
堅
調
な
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
累
計
で
も
一
月
ま
で

の
加
工
率
は
五
・
一
％
で
、
前
年
度
よ

り
二
・
二
％
減
少
し
て
お
り
、
こ
の
ま

ま
推
移
す
れ
ば
年
間
で
五
％
台
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
一
月
六
日
よ
り
製
造
が
開
始

さ
れ
た
日
本
ミ
ル
ク
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
「
メ
グ
ミ
ル
ク
」
ブ
ラ
ン
ド
の
牛
乳

の
販
売
が
非
常
に
好
調
な
こ
と
も
大
幅

な
加
工
率
の
減
少
の
一
因
と
も
な
っ
て

お
り
、
今
後
の
販
売
動
向
が
注
目
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

反
面
、
生
乳
生
産
に
お
い
て
は
都
府

県
で
は
回
復
の
兆
し
が
見
ら
れ
ず
、
前

月
よ
り
も
更
に
伸
び
悩
ん
で
い
る
状
況

下
に
あ
り
、
特
に
南
関
東
地
区
は
六
〜

九
％
減
と
大
幅
な
減
少
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

一
方
、
本
組
合
一
月
の
生
産
乳
量
も

十
一
月
か
ら
の
減
少
傾
向
が
変
わ
ら
ず

続
い
て
お
り
ま
す
。
全
体
で
は
前
年
比

九
九
・
一
％
と
な
っ
て
お
り
、
支
所
別

で
見
る
と
那
須
高
原
支
所
は
九
九
・
六

％
、
宇
都
宮
支
所
は
九
四
・
三
％
、
県

南
支
所
は
一
〇
一
・
八
％
と
県
南
支
所

に
つ
い
て
は
前
月
同
様
比
較
的
堅
調
で

あ
り
ま
す
が
、
宇
都
宮
支
所
に
つ
い
て

は
前
年
を
五
・
七
％
減
と
大
幅
に
下

回
っ
て
お
り
、
各
支
所
と
も
生
産
の
回

復
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

乳
質
は
、
一
月
に
お
い
て
成
分
的
乳

質
、
衛
生
的
乳
質
と
も
改
善
さ
れ
て
お

り
、
細
胞
数
は
前
月
に
比
べ
て
平
均
で

約
三
・
四
万
程
向
上
し
て
お
り
、
組
合

員
各
位
の
乳
質
改
善
努
力
の
成
果
と
思

慮
し
ま
す
。

　

今
後
も
乳
牛
の
飼
養
管
理
に
努
め
、

乳
成
分
及
び
衛
生
的
乳
質
の
更
な
る
改

善
に
ご
努
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
月
ま
で
の
乳
量
及
び
乳
質
成
績
の
推

移
は
上
記
の
と
お
り
で
す
。 

�　無脂乳固形分率の推移

�　乳量の推移

�
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極
力
吸
収
し
易
い
形
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

技
術
と
は
、
知
識
の
み
に
止
め
ず
、

い
か
に
自
己
に
合
せ
、
利
用
し
て
い
く

の
か
が
大
切
で
、
ま
ず
、
①
使
用
（
駆

使
）
難
易
度
（
技
術
の
難
し
さ
、
易
し

さ
、
労
働
条
件
）、
②
経
済
効
果
、
③
目

的
達
成
度
な
ど
、
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト

を
お
さ
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

経
営
向
上
は
生
産
コ
ス
ト
管
理
、
財

務
管
理
、
労
務
管
理
な
ど
か
ら
成
り
立

ち
ま
す
が
、
主
に
、
技
術
の
組
立
て
が

重
要
と
な
り
ま
す
。
常
に
、
生
産
コ
ス

ト
を
意
識
し
な
が
ら
目
標
を
設
定
し
、

そ
の
た
め
の
計
画
を
立
て
、
実
践
し
、

〔単位：頭，千円（税込）〕

ss
451　
 ～500

401　
 ～450

351　
 ～400

301　
 ～350

～300
平均
価格

成立
頭数

開催日市場名

２０３１４９７５４０６５４８３４７８２/５-６  十 勝

１８４１６５５２１７４１４８６４２３２月１３日根 室

５７１０２７５２５４２４５９２６５２月１４日豊 富

６６８０４０１８６６４６２２１６２月１４日釧 路

３３１７７２５９４０５２６４４６２/１９-２０十 勝

２３２５４１５１４４１５３２３２０２月２１日北 見

１,０７３６２７２８２１２３２８１５４９１２,１４８合 計

５０９６７２３２３１５３４４１２４７０１,７１３前 月

４６３９０２７０６２５４６３１９４５６２,４０７前年同月

２月ホクレン初妊牛市場成績
単位：円平成15年２月

平　 均最　 低最　 高平均体重成立頭数種　 別市場名

４０,０２２１,５８０７２,４５０－８２ホルス雄

十
五
日

西
那
須
野

１４２,３２２２７,３００１７３,２５０－７９Ｆ１雄

８１,５１４３３,６００１２６,０００－６８Ｆ１雌

４５,２７３２５,０００５９,０００６６１１ホルス雄

十
七
日

館　

林
１４３,４６２８０,０００１７４,０００６９１３Ｆ１雄

９８,５００７８,０００１２１,０００７１２６Ｆ１雌

家 畜 市 場 成 績

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

ま
す
。
そ
の
中
で
最
も
販
売
し
て
い
る

の
が
さ
が
み
や
大
沢
店（
今
市
市
）で
す
。

こ
の
ス
ー
パ
ー
は
、
多
い
日
で
１
日
に

約
八
百
本
も
販
売
す
る
ほ
ど
人
気
が
あ

り
ま
す
。
県
外
で
も
首
都
圏
を
中
心
に

数
多
く
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
牛
乳
の

一
本
一
本
に
組
合
員
の
努
力
の
結
晶
が

詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
自
信
を

も
っ
て
今
ま
で
以
上
に
販
売
し
て
頂
け

る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

酪　

農　

部

　

コ
ス
ト
低
減
一
〇
の
要
点

　
　

（
手
引
書
）
の
発
行
に
つ
い
て

　

昨
今
、
パ
ソ
コ
ン
の
急
速
な
普
及
に

伴
い
、
ま
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等
に
よ
っ

て
、
周
囲
に
は
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
情
報
の
ほ
と

ん
ど
が
利
用
さ
れ
ず
に
流
れ
去
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

送
る
側
だ
け
が
一
方
づ
い
て
、
受
け
る

側
が
吸
収
し
切
れ
な
い
、
そ
れ
だ
け
情

報
が 
氾  
濫 
し
過
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い

は
ん 
ら
ん

で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
情
報
を 
咀  
嚼 
、

そ 
し
ゃ
く

 
反  
芻 
、
消
化
す
る
お
手
伝
い
を
す
る
た

は
ん 
す
う

め
、
皆
様
か
ら
の
要
望
も
伺
い
な
が
ら
、

市
乳
販
売
部

　

四
回
目
と
な
る
当
組
合
の
製
品
紹
介

シ
リ
ー
ズ
は
、
県
内
外
で
販
売
さ
れ
て

い
る
「
那
須
牛
乳
」
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
商
品
は
主
に
ス
ー
パ
ー
で
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
（
販
売
店
が
限
定
さ
れ

て
い
な
い
牛
乳
）
と
し
て
多
く
の
お
客

様
に
愛
飲
さ
れ
て
い
る
商
品
で
す
。
県

内
で
は
北
は
日
光
か
ら
南
は
国
分
寺
町

ま
で
、
当
組
合
で
配
達
し
て
い
る
だ
け

で
も
十
七
店
舗
と
幅
広
く
販
売
し
て
いさがみや　大沢店（今市市）

ホクレン乳牛市場平均価格推移
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事
業
実
績
に
つ
い
て

　

�二
 
　

平
成
十
五
年
度
乳
質
共
励
会
実

施
に
つ
い
て

　

�三
 
　

農
業
近
代
化
資
金
の
貸
付
に
つ

い
て

一
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

組
合
員
加
入
に
つ
い
て

　

�二
 
　

資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

十
二
月
度
及
び
四
〜
十
二
月
度

�����������
�����������
�����������
�����������

◇●
 

先
月
は
、
ま
さ
に
三
寒
四
温
と

い
う
言
葉
通
り
で
し
た
。『
寒
い

日
が
数
日
続
い
た
後
に
、
暖
か

い
日
が
続
き
、
ま
た
寒
い
日
が

続
く
』
の
繰
り
返
し
で
、
体
調

管
理
に
苦
労
な
さ
れ
た
と
思
い

ま
す
。
私
は
幼
少
の
頃
、
冬
で

も
外
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
体

を
鍛
え
る
目
的
で
無
か
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
自
然
と
抵
抗
力

も
つ
き
、
と
て
も
元
気
で
し
た
。

　

し
か
し
、
最
近
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
強
力
で
す
。
健
康
に
対

す
る
自
己
管
理
を
怠
ら
ず
に
、

春
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

◇●
 

花
粉
症
の
方
に
は
憎
む
べ
き
、

大
量
の
杉
花
粉
が
大
空
を
飛
び

交
う
季
節
の
到
来
で
す
。
花
粉

症
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
す
と
、

花
粉
症
が
病
気
と
し
て
初
め
て

発
見
さ
れ
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
と

の
こ
と
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
で
は

杉
で
は
な
く
、
主
に
イ
ネ
科
の

牧
草
が
花
粉
症
の
原
因
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
日

本
の
杉
花
粉
も
世
界
の
三
大
花

粉
症
に
数
え
ら
れ
、
そ
の
猛
威

を
振
る
っ
て
い
ま
す
。
花
粉
症

対
策
を
万
全
に
、
少
し
で
も
涙

の
量
を
少
な
く
す
る
よ
う
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
。　
　

（
Ａ
）
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信
頼
を
増
す
意
味
で
も
大
事
な
こ
と
で
、

個
体
識
別
耳
標
の
装
着
に
よ
る
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
イ（
追
跡
可
能
性
）と
と
も
に
、

食
品
の
品
質
に
つ
い
て
安
心
と
安
全
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
大
切
な
こ
と
と
し
て 
捉 とら

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

雪
印
事
件
以
降
、
加
工
乳
飲
料
や
低

脂
肪
牛
乳
な
ど
脱
脂
粉
乳
を
使
用
し
た

乳
飲
料
が
消
費
者
離
れ
を
起
こ
し
売
り

上
げ
が
低
迷
し
た
た
め
、
そ
の
原
料
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
脱
脂
粉
乳
の
使

用
量
が
激
減
し
、
脱
粉
の
過
剰
在
庫
を

招
く
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
在
庫
量
は
十
四
年
度
末
に
は
八

万
数
千
ト
ン（
適
正
在
庫
量
の
約
三
倍
）

と
見
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
更
に
積
み
増

し
と
な
ら
な
い
よ
う
今
後
酪
農
業
界
全

体
の
努
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

雪
印
乳
業
・
全
農
直
販
・
ジ
ャ
パ
ン 

ミ
ル
ク 
ネ
ッ
ト
（
全
酪
連
系
）
三
社
の

合
併
に
よ
り
今
年
一
月
に
誕
生
し
た
日

本 
ミ
ル
ク 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
株
式
会
社

は
、
新
商
品
『
メ
グ
ミ
ル
ク
』
を
発
売

し
ま
し
た
。

　

発
売
一
　ケ
 

月
の
経
過
で
は
あ
り
ま
す

が
、
今
の
と
こ
ろ
順
調
な
売
れ
行
き
と

の
こ
と
で
す
。
こ
の
牛
乳
も
明
治
乳
業

の
『
お
い
し
い
牛
乳
』
同
様
安
売
り
は

し
な
い
商
品
と
し
て
販
売
に
努
力
さ
れ

て
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
が

消
費
者
に
認
知
し
て
も
ら
え
る
こ
と
を

願
い
た
い
で
す
。

　

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
安
売
り
合
戦
で
、

安
く
な
り
過
ぎ
た
牛
乳
の
価
格
を
大
量

に
販
売
す
る
大
手
メ
ー
カ
ー
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
商
品
が
リ
ー
ド
役
と

な
っ
て 
値  
直 
し
（
適
正
な
価
格
に
引
き

ね 
な
お

上
げ
る
こ
と
）
に
貢
献
さ
れ
れ
ば
他
に

も
影
響
し
、
現
状
の
好
転
が
望
め
る
の

で
は
な
い
か
と
思
慮
す
る
次
第
で
す
。

（
Ｗ
）

　

Ｂ
Ｓ
Ｅ
陽
性
判
定
牛
が
一
月
に
入
り
、

続
け
て
二
頭
和
歌
山
県
と
北
海
道
で
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
消
費
者

の
反
応
が
気
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、

報
道
で
は
さ
ほ
ど
の
影
響
が
無
か
っ
た

よ
う
で
ほ
っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

消
費
者
が
冷
静
に
受
け
止
め
ら
れ
た
こ

と
は
、
全
国
的
に
行
わ
れ
て
い
る
徹
底

し
た
検
査
実
施
に
よ
り
、
消
費
者
の
信

頼
（
安
心
感
）
が
確
立
さ
れ
た
か
ら
と

推
測
さ
れ
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

四
月
一
日
か
ら
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
特
別

措
置
法
に
よ
り
死
亡
牛
の
全
頭
検
査
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

酪
農
家
に
と
っ
て
は
若
干
負
担
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、消
費
者
の

�
�
�
�

� �

� �

� �

� �

反
省
す
る
こ
と
が
肝
要
か
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、別
添「
コ

ス
ト
低
減
一
〇
の
要
点
」
に
基
づ
き
、

今
後
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

技
術
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
定
期
的
に
そ
の

手
引
書
を
組
合
機
関
紙
に
添
え
て
発
行

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
経
営
に
活
用
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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